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戸
時
代
以
前
か
ら
干
潟
の
干
拓
が
続

け
ら
れ
て
き
た
地
域
で
、
農
地
や
宅

地
は
低
平
地
で
あ
り
、
地
形
は
山
岳

に
囲
ま
れ
上
昇
気
流
が
発
達
し
や
す

い
こ
と
か
ら
豪
雨
に
な
り
や
す
い
。

潮
受
堤
防
に
よ
る
閉
め
切
り
前
は
大

雨
や
台
風
の
時
な
ど
は
浸
水
被
害
や

高
潮
に
よ
る
塩
害
に
悩
ま
さ
れ
る
常

習
災
害
地
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
昭

和
32
年
の
諫
早
大
水
害
は
死
者
・
行

方
不
者
６
３
０
人
を
出
し
、
家
屋
や

田
畑
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
大
水
害
は
干
拓
事
業
を
進

め
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
潮
受
堤
防

は
、
堤
防
外
の
水
位
が
調
整
池
の
水

位
を
下
回
っ
て
い
る
時
、
排
水
門
を

開
け
て
排
水
し
、
調
整
池
の
水
位
を

標
高
マ
イ
ナ
ス
１
㍍
に
低
く
保
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
排
水
を
促
進
し
浸
水

被
害
を
防
止
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
潮
受
堤
防
は
有
明
海
の
漁
業

や
生
態
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
し
て
提
訴
さ
れ
、
佐
賀
地
裁
は
３

年
以
内
に
防
災
上
や
む
を
え
な
い
場

合
を
除
い
て
５
年
間
に
わ
た
っ
て
排
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６
７
０
０
㌶
の
干
拓
地
を
造
成
す
る

「
長
崎
干
拓
事
業
」、
水
資
源
開
発
な

ど
を
目
的
と
す
る
「
長
崎
南
部
地
域

総
合
開
発
事
業
」
と
衣
替
え
し
て
推

進
さ
れ
た
が
、
漁
業
者
と
の
補
償
交

渉
な
ど
で
難
航
し
た
。
昭
和
61
年
、

規
模
を
縮
小
し
、
防
災
機
能
の
強
化

と
優
良
農
地
の
確
保
を
ね
ら
い
と
す

る
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
」
と
し
て
着

工
し
た
。
平
成
９
年
４
月
に
潮
受
堤

防
が
閉
め
切
ら
れ
、
有
明
海
の
ノ
リ

不
作
問
題
等
々
で
、
工
事
差
し
止
め

の
裁
判
と
も
な
り
、
完
工
ま
で
の
間

に
は
工
事
の
中
断
・
再
開
が
繰
り
返

さ
れ
た
。

平
成
19
年
７
月
に
国
か
ら
長
崎
県

農
業
振
興
公
社
へ
干
拓
地
の
配
分
手

続
き
が
完
了
し
、８
月
に
は
営
農
入
植

者
の
公
募
が
行
わ
れ
た
。12
月
に
１
・

５
倍
の
希
望
者
の
中
か
ら
41
経
営
体

の
入
植
者
が
決
定
さ
れ
た
。こ
の
う
ち

16
の
農
業
生
産
法
人
は
、建
設
、港
湾
、

建
設
機
械
、水
産
加
工
・
販
売
会
社
な

ど
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
で
あ
っ

た
。法
人
の
経
営
規
模
は
４
㌶
か
ら
61

㌶
、平
均
30
㌶
の
規
模
で
あ
る
。個
別

経
営
は
３
㌶
か
ら
12
㌶
ま
で
、平
均
７

㌶
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。入
植
者
の

う
ち
最
大
規
模
の
酪
農
経
営（
農
事
組

合
法
人
）は
、搾
乳
牛
３
５
０
頭
規
模

で
、畜
舎
は
環
境
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て

干
拓
地
よ
り
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、干

拓
地
は
粗
飼
料
の
生
産
基
地
と
し
て

い
る
。

配
分
さ
れ
た
農
地
は
全
体
で
６
７

２
㌶
（
中
央
干
拓
地
５
８
１
㌶
、
小

江
干
拓
地
91
㌶
）、
潮
受
堤
防
と
干
拓

地
の
間
に
設
け
ら
れ
た
調
整
池
（
愛

称
「
い
さ
は
や
新
池
」）
は
２
６
０
０

㌶
で
あ
る
。
全
長
７
㌔
の
潮
受
堤
防

と
調
整
池
は
高
潮
や
洪
水
の
被
害
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
干
拓
地
と
背

後
地
の
排
水
改
良
の
役
割
を
担
い
、

潮
受
堤
防
上
の
道
路
は
雲
仙
・
島
原

と
諫
早
市
東
部
を
短
時
間
で
結
ぶ
道

路
（
愛
称
「
雲
仙
多
良
シ
ー
ラ
イ
ン
」）

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

有
明
海
は
干
満
の
差
が
大
き
く
、

こ
の
地
域
で
は
満
潮
時
に
潮
位
は
標

高
か
ら
２
・
５
㍍
も
上
昇
す
る
。
江
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諫
早
湾
干
拓
は
平
成
19
年
11
月
に

事
業
完
工
式
を
行
い
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
入
植
者
41
経
営
体
（
法
人
16
、

個
人
25
）
の
営
農
が
開
始
さ
れ
た
。

干
拓
の
総
事
業
費
は
２
５
３
３
億
円

で
あ
る
。

こ
の
干
拓
事
業
は
昭
和
27
年
に
食

糧
増
産
を
目
的
と
し
た
「
大
長
崎
干

拓
構
想
」
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
諫

早
湾
の
約
１
万
㌶
を
閉
め
切
り
、
約

佐賀県�

諫早湾�

長崎県 長崎長崎�長崎�

水
門
の
開
放
を
継
続
す
る
よ
う
命
じ

た
。
国
は
直
ち
に
控
訴
し
、
開
門
調

査
に
向
け
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

諫
早
湾
干
拓
地
の
入
植
者
は
長
崎

県
農
業
振
興
公
社
が
公
募
し
、営
農
意

欲
や
生
産
物
の
販
路
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、41
経
営
体（
法

人
16
、個
人
25
）の
入
植
を
決
定
し
た
。

農
地
は
長
崎
県
農
業
振
興
公
社
が

国
か
ら
一
括
配
分
を
受
け
た
。
こ
れ

に
伴
う
地
元
負
担
金
51
億
円
は
、
公

庫
資
金
、
土
地
改
良
資
金
、
長
崎
県

費
な
ど
を
利
用
し
て
確
保
し
た
。
現

在
の
計
画
で
は
、
全
体
の
償
還
に
70

年
ほ
ど
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。
入

植
者
へ
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
き
、
諫
早
市
が
定
め
た
農

用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
り
利
用
権

を
設
定
し
て
県
公
社
が
貸
し
付
け

（
リ
ー
ス
方
式
）
て
い
る
。
利
用
権
設

定
期
間
は
５
年
間
、
１
年
間
の
貸
付

料
は
10
㌃
当
た
り
１
・
７
万
円
〜

１
・
２
万
円
の
５
段
階
で
、
平
均

１
・
５
万
円
で
あ
る
。
農
地
の
利
用

に
当
た
っ
て
は
、
飼
料
作
物
、
露
地

野
菜
、
施
設
園
芸
、
有
機
野
菜
の
生

産
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
て
い
る
。
な
お
、

諫
早
湾
干
拓
地
に

41
経
営
体
が
入
植

貸
付
料
は
、
５
年
後
の
更
新
時
に
は

平
均
２
万
円
と
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

１
年
間
の
リ
ー
ス
料
は
全
体
で
約
１

億
円
と
な
り
、
金
融
機
関
等
か
ら
の

借
入
金
の
返
済
に
充
当
さ
れ
る
。

農
地
は
中
央
干
拓
地
の
区
画
が
６

㌶
（
６
０
０
㍍
×
１
０
０
㍍
）
を
基

本
と
し
、
長
辺
方
向
に
耕
作
道
路
お

よ
び
末
端
排
水
路
を
配
置
し
て
い
る
。

小
江
干
拓
地
は
３
㌶
（
３
０
０
㍍
×

１
０
０
㍍
）
の
区
画
と
な
っ
て
い
る
。

各
ほ
場
は
用
排
水
施
設
が
完
備
さ
れ
、

用
水
は
調
整
池
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

を
通
し
て
取
水
し
、
各
ほ
場
に
設
置

さ
れ
た
給
水
栓
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
の
散
水
施
設
を
接
続
す
る
。
排

水
は
各
ほ
場
の
深
さ
80
㌢
の
と
こ
ろ

に
10
㍍
間
隔
で
暗
き
ょ
排
水
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
縦
横
に
配
置
さ

れ
た
排
水
路
を
通
じ
て
、
ほ
場
の
排

水
を
促
進
し
て
い
る
。

長
崎
県
で
は
干
拓
地
の
営
農
を
支

援
す
る
た
め
平
成
12
年
か
ら
営
農
試

験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
20
年
４

月
に
は
干
拓
地
内
に
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
営

農
改
善
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

営
農
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
①

土
地
利
用
型
大
規
模
野
菜
経
営
と
企

業
的
な
施
設
園
芸
お
よ
び
低
コ
ス
ト

粗
飼
料
生
産
に
よ
る
畜
産
経
営
、
②

諫早湾干拓農地作付状況図(10月）

21年10月5日現地調査

小江地区 中央地区

干
拓
地
入
植
者
の
営
農

にんじん
馬鈴薯
他作物

レタス･キャベツ･はくさい
緑肥

たまねぎ
他野菜
施設園芸
飼料作物



諫早湾干拓地で環境保全型農業に取り組む�

30

耕
種
部
門
と
畜
産
部
門
の
連
携
に
よ

る
地
力
維
持
、
輪
作
体
系
に
よ
る
連

作
障
害
の
回
避
な
ど
、
環
境
保
全
型

農
業
の
推
進
、
③
法
人
経
営
の
導
入

と
担
い
手
の
育
成
に
よ
る
安
定
的
な

農
業
経
営
の
確
立
、
な
ど
で
あ
る
。

干
拓
地
で
の
営
農
は
環
境
へ
の
配

慮
を
意
識
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を

目
指
し
て
お
り
、
営
農
開
始
５
年
以

内
に
長
崎
県
特
別
栽
培
農
産
物
、
あ

る
い
は
有
機
栽
培
農
産
物
の
認
証
を

取
得
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

29

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
、
土
づ
く

り
に
留
意
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
を
減
ら
す
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
る

営
農
初
年
目
の
20
年
度
の
作
付
け

延
べ
面
積
は
１
４
３
５
㌶
に
達
し
た
。

営
農
者
の
強
い
営
農
意
欲
が
表
れ
て

い
る
。
作
物
別
に
は
野
菜
５
３
２
㌶
、

飼
料
作
物
４
９
１
㌶
、
緑
肥
２
６
２

㌶
、
そ
の
他
の
作
物
１
４
２
㌶
、
施

設
園
芸
８
㌶
で
あ
っ
た
。
野
菜
で
は
、

ば
れ
い
し
ょ
、
た
ま
ね
ぎ
、
レ
タ
ス
、

に
ん
じ
ん
な
ど
の
作
付
け
が
多
い
。

ま
た
、
20
年
の
耕
地
利
用
率
は
１
６

５
％
に
達
し
た
。
こ
れ
は
飼
料
作
物

の
年
２
作
体
系
や
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
に
よ
る
緑
肥
の
積
極
的
な
作

付
け
な
ど
に
よ
る
。

干
拓
地
に
入
植
し
た
２
つ
の
農
業

生
産
法
人
の
経
営
者
を
取
材
し
た
。

（
１
）有
限
会
社
松
山
フ
ァ
ー
ム

松
山
フ
ァ
ー
ム
は
、平
成
８
年
に
設

立
し
、構
成
員
は
４
名（
父
親
が
社
長

で
63
歳
、息
子
が
専
務
で
35
歳
、社
員

は
２
名
）、常
雇
い
20
名（
男
性
７
名
、

女
性
13
名
）、パ
ー
ト
10
名（
地
元
の
女

性
）、研
修
生
９
名
で
あ
る
。干
拓
地
で

の
経
営
面
積
は
44
・
５
㌶（
10
区
画
）、

干
拓
地
以
外（
雲
仙
市
）に
９
㌶（
借
地
）

で
あ
る
。作
目
は
、冬
レ
タ
ス
44
・
５

㌶
、春
レ
タ
ス
15
㌶
、馬
鈴
薯
20
㌶
と

な
っ
て
い
る
。冬
レ
タ
ス
は
９
月
上
旬

か
ら
定
植
し
10
〜
３
月
出
荷
す
る
。春

レ
タ
ス
は
２
〜
３
月
に
定
植
し
４
〜

５
月
に
出
荷
す
る
。春
馬
鈴
薯
は
１
月

下
旬
〜
２
月
下
旬
に
植
え
付
け
５
月

上
旬
〜
６
月
下
旬
に
出
荷
す
る
。他
の

産
地
と
出
荷
時
期
の
競
合
が
少
な
い

端
境
期
を
ね
ら
っ
て
レ
タ
ス
栽
培
を

中
心
と
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
る
。低

温
冷
蔵
庫（
１
０
０
０
平
方
㍍
）を
保

有
し
て
お
り
、真
空
予
冷
を
し
た
う
え

で
出
荷
し
て
い
る
。農
業
機
械
は
ト
ラ

ク
タ
ー（
１
５
０
ｐ
ｓ
）、ブ
ー
ム
ス
プ

レ
ヤ
ー
、ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
な
ど

を
保
有
し
て
い
る
。

松
山
フ
ァ
ー
ム
は
も
と
も
と
雲
仙

市
で
松
山
青
果（
産
地
仲
買
）を
経
営

し
て
い
た
が
、自
ら
農
業
の
規
模
拡
大

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。干
拓
地

は
農
地
が
集
団
化
し
て
い
る
の
で
効

率
が
よ
い
う
え
、松
山
青
果
の
取
引
先

の
注
文
に
も
応
じ
ら
れ
る
た
め
、良
品

質
の
レ
タ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
営
業
の
拡
大
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
、干
拓
地
へ
の
入
植
を
希
望
し
た

の
で
あ
る
。

レ
タ
ス
の
販
売
先
は
市
場
へ
の
出

荷
が
中
心
で
あ
り
、東
京
40
％
、中
京

30
％
、京
阪
神
10
％
、九
州
10
％
と
な

っ
て
い
る
。と
く
に
、中
京
地
区
の
名

古
屋
中
央
卸
売
市
場
の
比
率
が
高
い

の
は
、専
務
が
学
生
時
代
に
名
古
屋
の

中
央
市
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
関
係
で
、市
場
と
の
付
き
合
い
が
続

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、市
場
の
評
価
の
高
い
レ
タ
ス
を
生

産
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
販
路
の
拡

大
が
望
ま
れ
る
の
で
、で
き
れ
ば
現
在

の
規
模
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
い
意
向

を
持
っ
て
い
る
。

干
拓
地
で
の
レ
タ
ス
は
１
年
目
の
作

柄
か
ら
み
て
葉
が
厚
く
甘
み
が
強
い
の

で
食
感
（
歯
切
れ
）が
評
価
さ
れ
、
干

拓
地
の
土
壌
条
件
が
レ
タ
ス
に
適
合
し

て
い
る
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
栽
培
履
歴
を
記
帳
し
、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
を
行
い
、
民
間
の
検
査
機

関
の
保
証
書
を
つ
け
て
い
る
の
で
市
場

の
信
用
を
高
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

松
山
フ
ァ
ー
ム
で
は
周
辺
の
畜
産

農
家
か
ら
鶏
ふ
ん
や
牛
ふ
ん
、し
い
た

け
農
家
か
ら
し
い
た
け
の
菌
床
の
供

給
を
う
け
、堆
肥
を
自
家
生
産
し
て
い

る
。干
拓
地
に
は
、10
㌃
当
た
り
２
㌧

の
堆
肥
を
施
用
す
る
と
と
も
に
、緑
肥

作
物（
ソ
ル
ゴ
ー
）を
栽
培
し
て
、ほ
場

に
す
き
こ
み
、地
力
の
増
進
を
図
っ
て

い
る
。親
子
を
中
心
と
し
た
家
族
法
人

経
営
で
あ
り
、専
務
の
年
齢
も
若
く
、

後
継
者
と
し
て
の
意
気
込
み
も
強
く
、

長
期
的
な
経
営
戦
略
に
基
づ
い
た
安

定
的
な
営
農
が
期
待
さ
れ
る
。

（
２
）
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
ポ
ー
ト
森
山

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
森
山
は
、
平
成
19

年
８
月
に
４
戸
の
農
家
（
水
頭
貞
次

代
表
理
事
・
59
歳
）
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農

事
組
合
法
人
で
あ
る
。
４
農
家
の
妻

４
名
、
息
子
２
名
が
常
雇
い
と
し
て

参
加
し
て
い
る
。
家
族
以
外
の
常
雇 ㈲杉山ファーム社長の松山弘保さん㊧と専務の松山哲治さん

農
業
生
産
法
人
の
事
例

い
は
４
名
、
し
た
が
っ
て
常
雇
は
全

部
で
10
名
と
な
る
。
臨
時
雇
用
は
２

名
で
あ
る
。
賃
金
は
常
雇
い
も
臨
時

雇
い
も
１
時
間
当
た
り
６
５
０
〜
８

０
０
円
と
し
て
お
り
、
経
験
年
数
に

よ
り
加
算
し
て
い
る
。
４
戸
は
近
所

同
士
で
あ
り
、
施
設
園
芸
に
よ
る
規

模
拡
大
を
希
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

干
拓
地
の
公
募
が
あ
っ
た
た
め
、
応

募
し
た
の
で
あ
る
。
４
戸
は
そ
れ
ぞ

れ
に
水
田
を
中
心
と
し
た
個
別
経
営

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
２
戸

は
専
業
農
家
、
２
戸
は
兼
業
農
家
で

あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
＋
農
業
、

大
工
＋
農
業
で
あ
る
。

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
森
山
は
、
干
拓
地

４
・
３
㌶
を
借
地
し
、ハ
ウ
ス
１
・
３
㌶

（
８
棟
）、畑
３
㌶
を
経
営
し
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
、畑
で
は
大

豆
、大
麦
を
栽
培
し
て
い
る
。

代
表
者
の
水
頭
氏
は
、
高
校
卒
業

後
に
当
地
で
農
業
＋
漁
業
（
ノ
リ
養

殖
）
を
行
っ
て
き
た
が
、
干
拓
が
始

ま
っ
た
た
め
に
漁
業
を
や
め
て
イ
チ

ゴ
専
門
の
栽
培
に
切
り
替
え
、
更
に

ハ
ウ
ス
に
よ
る
規
模
拡
大
を
考
え
て

い
た
。
そ
し
て
、
４
戸
で
相
談
し
て

干
拓
地
で
の
規
模
拡
大
を
図
っ
た
。

ハ
ウ
ス
の
建
設
費
は
１
・
８
億
円
か

か
っ
た
が
、
国
の
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
補
助
金
48
％
、
県
の
補

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
森
山
が
栽
培
す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

農事組合法人アグリサポート森山の水頭貞次代表理事
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●
自
宅
近
く
の
雑
木
林
を
老
犬
と
歩
く

の
が
週
末
の
日
課
と
な
っ
て
い
る
。

椚（
ク
ヌ
ギ
）や
楓（
カ
エ
デ
）類
の
紅
葉

も
ぼ
つ
ぼ
つ
終
わ
り
な
の
か
、
雨
上
が
り
の

た
め
か
、
落
葉
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
踏
み
な
が
ら
歩
く
の
は
何
と
も
心
地

よ
い
。

●
薄
日
し
か
差
さ
な
い
木
陰
の
そ
ん
な
中

に
、
赤
い
実
を
垂
れ
た
一
本
の「
万
両（
マ

ン
リ
ョ
ウ
）」
を
見
つ
け
た
。
何
年
か
前
に

野
鳥
の
糞
に
混
じ
っ
た
種
が
自
然
に
生
え

て
実
を
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
、
し
ば
し
見

と
れ
た
。

●
こ
の「
万
両
」は
、
百
両「
唐
橘（
カ
ラ
タ

チ
バ
ナ
）」、
十
両「
藪
柑
子（
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
）」

と
同
じ
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
で
あ
る
ら
し
い
。
似

た
よ
う
な
赤
い
実
を
付
け
る
よ
う
だ
。
他

に「
セ
ン
リ
ョ
ウ
・（
千
両
）」（
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
）、

「
ア
リ
ド
ウ
シ（
一
両
）」（
ア
カ
ネ
科
）と
い

う
似
た
も
の
も
あ
り
、「
千
両
、
万
両
、
あ

り
通
し
…
…
と
い
っ
て
正
月
の
縁
起
も
の
」

だ
と
、
あ
と
で
辞
典
が
教
え
て
く
れ
た
。

●
散
歩
の
帰
り
道
は
、
秋
野
菜
が
植
わ
っ

て
い
る
畑
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
に
し
て

い
る
。
途
中
、
庭
先
の「
甘
柿
」（
富
有
）を

収
穫
し
て
い
る
主
人
い
わ
く
、「
柿
の
作
柄

は
１
年
お
き
で
今
年
は
豊
作
だ
」と
、
か
ご

の
中
か
ら
甘
そ
う
な
と
こ
ろ
を
１
つ
投
げ

て
く
れ
た
。
そ
の
夜
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

そ
の
柿
を
食
べ
て
い
た
ら「
坂
の
上
の
雲
」の

予
告
が
流
れ
て
い
た
。「
柿
食
え
ば
鐘
が
鳴

る
な
り
法
隆
寺
」（
子
規
）を
思
い
、
ほ
く

そ
笑
ん
だ
。

●
発
行
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
読
者
と
関
係
者
に

お
わ
び
し
ま
す
。

（
Ｋ
）

る
の
で
後
継
者
の
育
成
も
兼
ね
る
こ

と
と
な
り
、
長
期
的
な
営
農
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
。

諫
早
湾
干
拓
地
は
41
経
営
体
の
入

植
に
よ
っ
て
新
た
な
段
階
を
迎
え
て

い
る
。
２
年
目
を
迎
え
た
営
農
は
事

例
に
み
る
よ
う
に
、
期
待
の
で
き
る

成
果
を
上
げ
た
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

入
植
し
た
営
農
者
は
、
各
々
の
経

営
確
立
に
向
け
て
既
に
総
額
40
億
円

を
超
え
る
多
額
の
投
資
を
行
い
、
大

型
農
業
機
械
の
導
入
、
集
出
荷
・
貯

蔵
施
設
や
ハ
ウ
ス
の
設
置
な
ど
の
生

産
・
流
通
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
営
農
者
は
い
か
な
る

困
難
も
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
人
、
家
族
経
営
と
も
に

営
農
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
労

働
の
受
容
力
も
大
き
く
、
繁
忙
期
に

は
干
拓
地
全
体
で
１
日
７
０
０
人
も

の
人
が
働
い
て
い
る
（
家
族
労
働
力

も
含
む
）。
中
に
は
、
１
経
営
体
で
40

〜
50
人
を
雇
用
し
て
い
る
法
人
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
干
拓
地
農
業
が

地
域
の
雇
用
創
出
の
場
と
な
っ
て
い

る
表
れ
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
生
産
力
が
高
く
、
ミ
ネ

ラ
ル
分
が
多
い
干
拓
地
土
壌
か
ら
生

産
さ
れ
る
野
菜
な
ど
は
市
場
関
係
者

ら
か
ら
「
う
ま
い
、
食
味
が
良
い
」

と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
加
え
て
、

経
営
体
の
規
模
が
大
き
く
、
取
扱
量

が
ま
と
ま
り
や
す
い
の
で
、
加
工
・

業
務
用
需
要
の
引
き
合
い
も
多
い
。

こ
の
た
め
、
営
農
者
が
連
携
し
て
、

こ
う
し
た
需
要
に
対
応
し
て
い
こ
う

と
い
う
動
き
も
出
て
い
る
。

し
か
し
、一
方
で
は
潮
受
堤
防
を
め

ぐ
る
裁
判
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ

て
い
る
。潮
受
堤
防
を
開
放
す
れ
ば
、

高
潮
・
洪
水
な
ど
防
災
機
能
が
失
わ
れ

る
と
と
も
に
、農
業
用
水
が
利
用
で
き

な
く
な
る
ほ
か
、地
下
か
ら
の
塩
分
上

昇
や
潮
風
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
、干
拓
地
お
よ
び
後
背
地

の
営
農
や
人
々
の
生
活
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。ま
た
、潮

受
堤
防
の
開
放
に
よ
っ
て
有
明
海
の

潮
流
や
潮
汐
に
影
響
す
る
恐
れ
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、潮
受
堤
防
の
開

門
問
題
は
慎
重
に
解
決
の
道
を
探
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

干
拓
地
に
入
植
し
た
41
経
営
体
の

営
農
が
安
定
的
に
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
有
明
海
の
生
態
系
や
漁
業
へ
の

影
響
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
よ
う
な

解
決
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

干
拓
地
営
農
の

課
題
と
展
望

助
金
９
％
、
市
の
補
助
金
９
％
、
残

り
は
農
業
近
代
化
資
金
を
利
用
し
た
。

１
年
目
の
売
り
上
げ
実
績
は
、
計

画
し
て
い
た
７
５
０
０
万
円
を
上
回

っ
た
。
販
売
先
は
農
協
が
65
％
、
仲

買
人
35
％
の
比
率
で
あ
っ
た
が
、
今

後
は
宣
伝
も
兼
ね
て
直
販
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
干
拓
地
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
糖

度
が
高
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
の
含
有
量
も
多
く
、
食
味
や
品
質

に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

市
場
の
評
価
も
高
く
、
販
売
の
一
層

の
拡
大
が
期
待
が
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
販
売
額
を
１
・
５

億
円
く
ら
い
に
し
た
い
意
向
の
よ
う

で
あ
る
。
更
に
、
農
地
に
余
裕
が
あ

れ
ば
ハ
ウ
ス
を
増
設
し
て
規
模
拡
大

を
図
り
た
い
と
の
抱
負
で
あ
る
。
ま

た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
は
農
協
か
ら

１
本
１
５
０
円
で
仕
入
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
自
家
育
苗
に
切
り
替
え
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

水
頭
さ
ん
は
経
営
の
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
向
上
心
を
も
っ
て
、
実
績
を
上
げ

る
た
め
に
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
月
給
を
出
来
高
払
い
シ
ス
テ

ム
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
構
成
員
４
名
と
も
ま
だ
50
代

で
あ
り
、
子
息
２
人
も
参
加
し
て
い
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